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内容：

可逆的付加開裂連鎖移動（Reversible Addition-Fragmentation

Chain Transfer： RAFT）重合は、適応できるモノマーや重合条件が

幅広く、また多様な分子設計が可能なことから、最も有用なリビン

グラジカル重合の一つとみなすことができる。我々は、このRAFT系

リビングラジカル重合法を用いた機能性高分子の精密合成に関す

る研究を推進しています。特に、ナノレベルで分子が組織的に集合

しているナノ組織体の構築により新しい機能の発現や優れた特性

の獲得を目指た研究を展開しています。例えば、ナノインプリントに

よる高屈折・高透明性光学材料の微細化技術の開拓、DNAやタン

パク質と特異的相互作用を示すアミノ酸系機能材料やナノ構造を

有するイオン伝導材料の開発、硬さと修復機能を兼ね備えた有機-

無機ハイブリッドの創製などのテーマを推進しています。

アピールポイント：

高分子合成化学の先端技術を開発・駆使することでエネルギー・

バイオ・環境分野の発展に貢献しうる次世代機能性材料の創出に

取り組んでいます。
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